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＜利活用者に関する情報＞ 

組 織 名 学校法人慶應義塾 

所 在 地 東京都港区三田 2−15−45 

 

 

＜利活用の概要＞ 

利 活 用 の 区 分  製造販売後調査以外の調査（分析用データセット利用あり）

調査・研究の名称  MID-NET を用いた抗がん剤副作用の同定方法の検討 

調査・研究の概要  

当院は 2025 年度厚生労働省研究開発政策課の委託事業で

ある「臨床研究におけるリアルワールドデータ活用のため

の人材育成支援・調査事業」を受託している。本事業におい

ては、疫学的評価手法の開発等に関して MID-NET を利活用

した調査を行うことが求められている。そこで、MID-NET の

利用目的となる医薬品等の副作用検出を通じ、RWD 活用の

有効性を検討する手法を検討するために本調査を実施す

る。具体的に、各種抗がん剤使用時に発生する副作用につ

いて、MID-NET のような医療情報データベースを用いてアウ

トカムとして評価することがどの程度可能かを、病名バリ

デーションの手法を参考に検討し、薬剤あるいはレジメン

ごとの副作用発生状況の調査を行う。 

利活用期間 契約締結日から２年間 

 
 


